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これが動輸に{云わ りブレ ー キカとして働 く。これを発電プレ- .. 

キ とい う。 このように発生電力を鉱抗採に加えて熱 として放散 主
してしまうかわりに電車線に返して， 他の力行中の列車に電力

を供給するか， あるいは変電所を通じて電源に返してやれば，

力行に製したエネノレギの何割かを回収する こ とができる。これ

を電力回生プレーキと いう。 一般に発電プレ ー キは低速度に歪
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るまで大きなプレ ー キカを発生しうるから， 停耶プレー キと し 肘

ても，坂を一定速度で下る下坂ブレーキと しても使用されるが，

電力団生プレ ーキは低速度では使用できないので， 急勾配の多

い線区の下坂プレ ーキに使用される。発電プレー キには他励磁 胃

式もあるが，普 1. t電磁プレーキ装置1
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滅して行うので， 電力恒l生ブレーキに くらべて装置 ・ 取扱は簡

単である。発電プレ ー キを装備する場合の利点としては

1 llftJ$晶子 ・ 車輸の勝耗がし、ちじるしく減少するから ， これ

らの脊命が延び修繕股が少なくなる。

2 11対輪子による欽粉の飛散が少ないため， これによる主泡

動機の故障が少なくなり ， かつ鉄粉汚損のないことは衛生(1りで

も あ るから地下鉄などには好都合である。

3 長い急勾配を下る場合にもプレ ーキ力を長H寺間一定に保

つことができ ， またタイヤの温度上昇による弛緩の心配が減少

て‘き る。
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すことができる。
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して用いる場合には主

電動機 ・ 低抗日号その他

の後楼，制御装位，配

線等の容量を幾分大き

くしておかなければな

らない。とくに下坂プ

レ ー キにm~、る場合は

主主抗日号の重量は相当大

きくなる。
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